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【要旨】 
 

言語学習活動では、その言語が使用される背景、その社会のいわゆる「事情、文化」を知ることは欠か

せないと思われるが、日本語学習活動も例外ではない。日本語に限らず、日本事情を扱うことも日本語教

育の重要な役割だと思われる。一方、いわば「日本事情」があふれる中で学んでいる国内の学習者と違っ

て、海外の日本語学習者は日本人、日本文化に接するチャンスが限られるため、日本事情教育における

教授法や教材開発に一層工夫を加え、学習者の興味を引き付けることが重要だと思われる。 
 先行研究では、日本国内の学習者を対象とする日本事情教育の目的、内容、教授法等について論じら

れているものが多い。しかし現在、日本語教育の普及につれ、日本事情教育が海外の日本語学習者を

対象に行われるようになっているという背景のもと、本研究は、海外の日本語学習者を対象とする日本事

情教育のあり方を追究する必要があるという問題意識から出発している。 
本研究は、ベトナム V 大学日本語学部という海外における具体的な日本事情教育現場に焦点を絞り、

V 大学の日本事情教育の現状を調べ、学習者が望む日本事情教育を明確化し、学習者が積極的かつ

能動的に参加できるような日本事情教育のあり方を探ることを目的とするものである。このような目的を実

現するために、ベトナム V 大学の日本語学習者を対象に、アンケートの調査 1「現状調査」、及びアン

ケート・インタビュー併用の調査 2「試行授業」の 2 つの調査を行い、研究を進めた。 
調査 1「現状調査」では、V 大学の在学生及び卒業生の合計 121 名に対し、日本事情教育の現状、及

び授業の目的、内容、授業法、教材などの日本事情教育への学習者のニーズを調べた。調査１の結果

には、教師から一方的に知識を受ける「講義型」授業ではなく、積極的に授業に参加することによって知

識が得られる授業の方を好む、というベトナム人日本語学習者の変容が明らかになった。 
調査 1 の結果をもとに、V 大学日本事情の授業のあり方を検討し、適切な日本事情の授業法について

理論的に考察を行った。その結果として、「学習者参加型授業」「視聴覚メディアの使用」「比較文化」とい

う 3 つの授業法を提言した。この授業法を実際に日本語教育の現場に応用することによって、積極的に

授業に参加する環境が整い、授業への興味が引き出せ、授業の効果を高めることができるのではないか

と想定した。その理論と実践の適合度、及び問題点を探るために、調査 2「試行授業」を行った。 
調査 2「試行授業」では、提言した授業法をもとに、具体的な学習項目を一つ取り上げ、授業案のデザ

インを試みた後、実際に V 大学在学生 18 名に対し、授業を試行した。授業後のアンケート調査及びフォ

ローアップインタビュー調査の結果、「学習者参加型授業」「視聴覚メディアの多用」「比較文化」３つの授

業法を併用することによって、学習者の参加度の向上、理解度の向上、学習意欲の向上という教育効果

をもたらすことが明らかになった。その一方、教室活動の目的の指示が不足した点、教室活動の時間配

分の不適切な点などのような問題点が見えてきた。 
本研究の遂げた成果は、海外における日本事情教育現場の一つであるベトナム人日本語学習者の

ニーズが明らかになったこと、その日本語学習者のニーズに応えられるような日本事情の授業法及び授

業像が形作られたこと、の 2 点だと言えよう。 
今後さらに、ベトナム全体の日本事情教育の現状を把握し、提言した授業法の効果を明らかにするに

は、他の教育機関で異なる学習者を対象に、同様の調査を実施する必要がある。この点を検証し明らか

にしていくことを今後の課題としたい。 
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